
生涯学習関係職員実践講座（課題編）の報告

生涯学習センター

 

　アバンセでは、県民の学習要求に対応するために、県内の生涯学習関係職員向けに、研究者による

講義や実践事例の紹介など、 専門的な研修を行っています。

　今年度は、課題編『長寿社会先進県　佐賀を目指して』と題して、 長岡大学教授の菊池いづみさんと

岡山大学准教授の熊谷愼之輔さんに講義をしていただきました。

　他にも、佐賀県の計画や、大阪府貝塚市、福井県福井市の公民館の取り組みを発表していただきま

した。

 

 

「長寿社会における学びの必要性」
11月16日　10：00～12：00

講師：菊池いづみさん　（長岡大学　経済経営学部教授）

　文部科学省の「超高齢社会における生涯学習の在り方に関する検討会」の委員を務められた経験を

踏まえて、「少子化」「高齢化」「人口減少」の実態と、高齢者の社会参画の必要性について、お話して

いただき ました。

　専門である福祉分野から見た生涯学習への提言など、考えさせられるご意見をいただきました。

 

 

「佐賀県の取り組みを聞く　さがゴールドプラン21」
11月16日　13：00～14：00

講師：松尾健次さん　（佐賀県　長寿社会課）



　介護保険制度の基礎的な知識と、佐賀県の高齢者保健福祉、介護保険事業支援の総合的な計画

である 「第5期　さがゴールドプラン21」について解説していただきました。

　県全体の中での生涯学習の位置付けを知り、またボランティアの役割などを学びました。

 

 

　菊池先生の関わられた検討会の報告書と「さがゴールドプラン21」は下記のホームページから

ダウンロードする事ができます。

 

「長寿社会における生涯学習の在り方について」

http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/koureisha/1311363.htm

 

「第5期　さがゴールドプラン21」

http://www.pref.saga.lg.jp/web/sagagoldplan21.html

 

 

「各地域、各職場での取り組み紹介やアイディアの共有」
11月16日　14：10～15：30

受講者によるワークショップ

http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/koureisha/1311363.htm
http://www.pref.saga.lg.jp/web/sagagoldplan21.html


 

　講義の後、菊池先生を交えて、それぞれの意見や職場の取り組みをラベルワークで共有しました。

 

　集まった「取り組み」のラベルに、「ペイオフ・マトリックス法」で様々なアイディアを追加して行きました。

　縦軸を「実施した場合の効果の高さ」、横軸を「実施する場合の難易度」として、ラベルを配置します。

　効果の高くなるアイディアや、難易度の低くなるアイディアを出し合って「よりよい取り組み」を作り出します。

 

　国の方針と県の計画、そして各受講者の職場まで、長寿社会への様々な取り組みを知ることができました。

　また、受講者同士が情報交換し、アイディアを出し合う事ができました。

 

 

 

 

 

「長寿社会における高齢者の役割と公民館」
11月29日　10：00～12：00

講師：熊谷愼之輔さん　（岡山大学　大学院教育学研究科准教授）

　高齢者の力を社会が求めていると共に、社会参画は高齢者自身の体と心の健康を保つためにも必要で

あることを学びました。

　また、公民館や生涯学習・社会教育の担う役割の大きさについてもお話していただきました。

 

 

「長寿社会に向けた取り組み」
11月29日　13：00～16：00

事例発表と質疑応答

 

(1)高齢者学級から地域課題の発見へ
発表者：中川知子さん　（大阪府貝塚市　貝塚市立中央公民館主事）



 

 

　高齢者学級の便り（つるかめ通信）や壁新聞を発行する事から、受講者の社会問題へ対する意識が

育ち、それがローカル線「水間鉄道」を守る取り組みにつながって行く過程をお話していただきました。

　他にも、卒業生（実際には、病気や家庭の事情で公民館へ来れなくなった高齢者）のために、各地域で

「いきいきサロン」を立ち上げようとしている様子など、興味深いお話をされました。

 

 

(2)地方政治と高齢者の学び
発表者：真柄麻美さん　（福井県福井市　社南公民館主事）



 

 

 

　地方政治や地域の未来について学び、考える政治塾「社南塾」を企画し、国会議員、地方議会議員との

パネルディスカッションや、地方議会の傍聴会などを開催した経験をお聞きしました。

  政治塾を企画したきっかけが「中高年の男性に公民館に目を向けて欲しかったから」という意外な裏話

は、 柔軟な思考によって、公民館事業がまだまだ面白くなる証拠のように感じました。

 

 

　事例発表の後、質疑応答が始まりましたが、やがて受講者も含めた討論会になって行きました。

　高齢化、地域、公民館について、熱い意見が交わされました。
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

 

 

　日本と地域社会の未来について考える際に、避けて通れない高齢化について学んだ2日間でした。

　簡単に解決できる課題ではありませんが、すでに様々な取り組みが各地で始まっていて、成果を上げつ

つあると知ることができました。

　また、生涯学習・社会教育、そして公民館の役割や重要性を再確認できました。

　この学びを各受講生のみなさんが職場へ持ち帰られ、事業に活かされて行けば幸いです。

 

 

 

http://www.avance.or.jp/syougai/_1263/_2658/_2679.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
http://www.avance.or.jp/_2427.html

